
 

 

 

 

 

 

 

 

景観審議会資料 

浅虫系送水管耐震化事業 

野内川水管橋築造工事 

（設計段階） 
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１．位置図 
 本水管橋の築造位置は、野内川流域の青森市大字諏訪沢字岩田及び大字宮田字玉水地区で、  
主要地方道 青森環状野内線 宮田橋（道路橋）の下流側である。  
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２．事業概要  
 浅虫系送水管は、青森市大字桑原地区にある原別配水所から久栗坂及び浅虫地区に給水するた

めの貯水施設である、大字矢田地区の浅虫配水池へ水道水を送水する重要な水道管である。  

既設の送水管は一部を除き、昭和４５年～４６年度に布設されたものであり、また、送水管と

いう役割上、現在の耐震基準に適合しないことから、早期に耐震管に更新しなければならない状

況にある。  
 これらのことから、本市水道部では浅虫系送水管耐震化事業を実施し、年次計画により耐震化

を図ることとしている。  

 新設する送水管の布設ルートは、既設の送水管や他の地下埋設物（配水管や下水道管等）が輻

輳しており、併設して水道管を布設することができないことから、別のルートで布設する計画と

している。  
 また、新設する送水管の計画では、野内川を横断しなければならないため、水管橋を築造する

こととなった。  
 野内川水管橋の築造工事は、現在、詳細設計を実施しており、平成２６年度から２７年度の  

２ケ年で施工する予定である。  
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３．現地写真 
①左岸から右岸を望む 

 
②宮田橋中央から下流側を望む 

 

③右岸から左岸を望む 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④宮田橋左岸から東岳を望む 

 
⑤宮田橋下流右岸から宮田橋を望む 

 
⑥宮田橋下流左岸から宮田橋を望む 

 
 

 
⑦左岸から右岸を望む（残雪期） 
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⑧右岸から左岸を望む（残雪期） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨宮田橋下流右岸から宮田橋を望む（残雪期） 

 

 

 

⑩宮田橋下流左岸から宮田橋を望む（残雪期） 
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４．景観に関するデザインコンセプト  
 本水管橋を築造する周辺地域は、大規模な開発がされていないが、青森県動物愛護センター

の他、一般企業の事務所や資材置場等が点在している。  

 当該地域は、青森市景観計画に定める自然的景観の保全に努めるべき地域であり、宮田橋か

らは川面や周囲の森林、また、東岳等の山並みが眺望できる。  

 
 本水管橋の構造は、宮田橋からの眺望や水管橋架橋位置下流側の河川敷等から上流側の眺望

の妨げにならないような形式とする。  

本水管橋の築造位置は川幅が約１２０ｍとなっており、斜張橋や吊り橋等、選択する橋の構

造形式によっては、大規模な構築物となり、景観に対する影響も大きくなってしまう。  

 築造する水管橋は、景観に対する影響を低減するため、できるだけ高さを低く抑えたコンパ

クトな構造形式とする必要がある。この場合、水管橋の重量や各種の荷重を支えるため、河川

内に橋脚を複数設けることとなる。  
 河川内に設ける橋脚等の構築物については、河川管理者である青森県から、「計画高水位以下

の水位の洪水の流下を妨げず、付近の河岸及び河川管理施設の構造に著しい支障を及ぼさない

ような構造とするものとする。」という、河川管理施設等構造令に基づき、必要最小限の基数、

構造とするよう指導されている。  

 
 これらの条件に適合するよう、水管橋の基本構造は、河川内に橋脚を１基設置することで構

築が可能な「鋼２径間連続トラス橋」としている。  

 
 水管橋の上部工は、その骨格となるトラス部分が一般構造用炭素鋼鋼管（STK490）、また、

添架する水道管部分がステンレス鋼管（SUS304）となる。  
これらは、無塗装の状態だと景観上好ましくないため、塗装を施す。  

 塗装色については、周囲の景観に馴染むよう、なるべく目立たない色彩とする。  
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５．配置図  
 本水管橋の架橋位置は、水管橋から道路部分までに布設する水道管の布設距離

をできるだけ短距離に、また、目視点検等の維持管理を容易にしたいことから、

できるだけ宮田橋に近接させたいが、河川管理施設等構造令に則り、本水管橋の

橋脚施工時に上流側宮田橋の橋脚に影響を与えない離隔距離をとらなければなら

ない。  
このことから、本水管橋の架橋位置は宮田橋の中心から１９ｍ下流側としてい

る。  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．図面（全体図、構造図他）  
１）水管橋の構造  

 本水管橋は、橋長が１２２ｍ、水管橋の骨格であるトラス部分の高さが２．５ｍであり、  

トラス部分の内側に水道管（口径３００㎜）と点検用の歩廊を設置する形式である。  
 トラスは左岸から右岸まで連続した統一された形となり、構造材の隙間から背後の景色

を見通すことが可能である。  
 なお、トラス部分の高さについて、平成 24 年 8 月 9 日開催の平成 24 年度第 2 回青森市

景観審議会において、「高さを出来るだけ低く抑えるように。」との意見を頂いたため、高

さを低くすることについて構造計算を含めて検討したが、トラス部分の高さを２．５ｍ未

満にする場合、構造材を増径（太く）しなければならず、それに伴い、上部工の自重や各

種の荷重が増すため、河川内に橋脚を更に１基追加しなければならいことが判った。  
 構造材を増径すると構造材間の隙間（間隔）が狭くなり、背後の景色の見通しが悪くな

ってしまうことから、本水管橋の構造材の増径は行わず、トラス部分の高さは２．５ｍと

する。  

※本水管橋のトラス形式については、平成 24 年度第 2 回青森市景観審議会で了承を頂いて

いる。  
 

２）護岸  
 河川の堤防内に橋台を設置する場合、河川管理施設等構造令に則り、護岸を設置しなけ

ればならない。護岸は周辺の自然景観に調和させるため、植物の自生を促す植生タイプの

コンクリート製品を使用する。  
 

３）塗装色  
 橋の構造体であるトラス部分については、水管橋を築造する周辺一帯が、落葉樹をはじ

め、秋には枯れる植物で覆われており、冬期間はほぼ白一色の雪原となることから、四季

を通じて周囲の景観に馴染む色とする。  

水道部では、水管橋の構造材の色は白に近いアイボリー色を使用しているため、本水管

橋についても同じ色を使用したいが、昨年の第 2 回青森市景観審議会で目立たない色とし
てホワイトグレーが意見として提案されたことから、本水管橋のトラス部分については、

このホワイトグレーを使用する。  
水道管本体については、第 2 回青森市景観審議会でホワイトグレー等のご意見をいただ

き部内で検討を行ったが、材質がステンレス鋼管でシルバー色であるため、水道管を被覆

する塗装面の劣化状況を把握しやすいよう、また、積雪期間における遠方からの目視確認

が容易となるよう、トラス部分とは完全に差別化を図りたいことから、現在、本市水道部

で使用している水色とする。  
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護岸参考資料 

 



 

13 
 

 

 

 

 
 

 



 

14 
 

着色イメージその１（トラス部分が白に近いアイボリー：水道部現行色） 
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着色イメージその２（トラス部分がホワイトグレー：景観審議会意見色） 
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塗装色見本 
 

１．使用する色調 

 トラス部分の塗装色は、青森市景観計画に定める「自然が豊富な環境で街並みや人工物どうしとの調和ゾーン」の色彩を使用する。 
 ※「自然が豊富な環境で街並みや人工物どうしとの調和ゾーン」での推奨色 

項目 色相 明度 彩度 

2.5YR～7.5G 5～8 0.5～3 
基調色 

10R～7.5G 2～5 0.5～5 

10R～7.5PB 5～9 4以下 
準基調色 

5R～7.5PB 2～5 5以下 

 

２．塗装色見本 

トラス部分その１ トラス部分その２ 水道管本体 

白に近いアイボリー 

（水道部現行色） 

ホワイトグレー 

（景観審議会からの意見色） 

水色 

（水道部現行色） 

５Ｙ９.２／１ １０ＹＲ８／０.５ １０Ｂ５／１０ 

   

 


